第 2 号 





本 号 で は 、 去る 3 月 9 日 に 開催 し た 平成 28 年 度 第 2 回 ラッ ンド テー ブル の 概略 に つい て お 知ら せ し ま す 。 








平成 28 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 








平成 29 年 3 月 9 日 ( 木 ) 、 岩 手 銀行 本 店 会 議 室 に お いて 、 い わ て 未来 づく り 機 構 の 会 員 な ど 約 70 名 の 出席 の も 
と 、 平 成 28 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し 、 今年 度 の 県 民 運 動 と 各 作 業 部 会 の 活動 な ど に つい て 報告 され 
まし た 。 また 、 産業 復興 作業 部 会 と 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 の 活動 の 終了 と 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 作業 
部 会 の 新設 に つい て 承認 され まし た 。 続く ラウ ンド テー ブル メン バー に よる ディ スカ ッ シ ョ ン で は 、 三陸 地域 の 将来 
像 を テー マ に 意見 が 交わ むさ れ ま し た 。 























【 報 告 】 平成 28 年 度 活動 状況 等 に つい て 
と 
報告 され 
2 年度 で 活動 終了 ナ る 作業 部 全 か ら は 、 こ れ ま で の 活動 の 総括 と し て 、 産 業 復興 作業 部 会 か ら 、 岩 
ます の 特 性 を 生か し イノ ベー ショ ン を 推進 する 必要 性 が 指摘 され た ほか 、 東 北 未 来 創 造 イ ニン アテ ィ フ 
作業 部 会 か ら 、 4 年 間 で 68 名 の 地域 の リー ダー と な りう る 卒 塾生 を 輩出 し た こと が 報告 され ま し た 。 
( 注 1)①2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ 大 会 開催 に 係る 協力 、②ILC の 実現 に 向け た 取組 、③ 宮 湾 と の 定期 便 の 就航 、④ 平 泉 世界 遺産 
を 活用 し た 地域 振興 の 取組 
( 注 2)① 産 業 復興 作業 部 会 、② 了 医療 福祉 連携 作業 部 会 、 ③ か け 橋 作業 部 会 、④ 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 、⑤ 復 興 孝 
育 作業 部 会 、⑥ い わ て 復興 未来 塾 作業 部 会 、 ⑦ ふ る さと いわ て 創造 作業 部 会 


【 報 告 】 イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 (仮称 ) の 設置 に つい て 

岩手 県 で は イノ ベー ショ ン の 重要 性 を 認識 し 、 こ れ ま で 科学 技術 に よる 地域 イノ ベー ショ ン 指 針 の 策 
定 な どの 取組 を 進め て きま し た が 、 産 業 復興 作業 部 会 の 報告 も 踏まえ 、 イノベーション 創出 に 向け た 取 
組 を 一 層 推 進 す る た め 、 新 た に 「 イ ノ ベ ー シ ョ イン 推進 作業 部 会 」 (事務 局 : 県 庁 科 学 ILC 推進 室 ) を 設置 
すのこ と の NR さん ル ま し た 。 


【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 三陸 地域 の 将来 像 に つい て 


東日本 大 震 災 津波 復興 計画 第 3 期 復興 実施 計画 概要 に つい て 岩手 県 か ら 説 明 し た 後 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル 
メン バー か ら 、 復 興 の 取組 実績 と 、 今 後 の 課題 に つい て 発言 が あり 、 そ の 後 、 三 陸地 域 の 将来 像 に つい て 
意見 が 交わ され まし た 。 各 メン バー に よる 主 な 発言 は 以下 の と お り で す - 

園 【 谷 村 県 商工 会 議 所 所 連 口 合 会 長 】 

[実績 ・ 課 題 ] 2011 年 9 月 に 岩手 県 産業 復興 相談 セン ター を 設立 し 被災 企業 の 再建 を 支援 し 、 こ れ ま で 

106 の 企業 か ら 160 億 円 に 上 る 債権 を 買い 取る な ど 、 一 定 の 成果 を 挙げ た 。 一 方 、 被 災 企 業 で は 販路 の 

回 復 、 開 拓 の ほか 、 労 働 力 不足 が 大 き な 課 題 と な っ て いる 。 被災 地 の 状 況 の 把握 と 実情 を 丁寧 に 開き 取 

り 、 今 後 の 様々 な 要望 活動 に 生か し て いき た い 。 

[三陸 地域 の 将来 像 ] ILC に 携わる 海外 の 技術 者 は 、 北 上 山地 は 海 に 近い と いう 感覚 で ある 。TILC が 実現 

され る と 世界 中 の 研究 者 が 岩手 に 居住 し 、 治 岸 地域 で 野趣 に 富ん だ 休日 を 過ごし 、SNS な ど に より 世界 に 

発信 され る と 、 三 陸 が 注目 され プラ ンド が 育っ て いく の で は な いか >。 

画 【 鈴 木 県 立 大 学長 】 
[実績 ・ 課 題 」 学生 に 対し て は 、 入 学 料 や 授業 料 の 免除 な ど 経 済 的 な 支援 や 、 岩 災 特 別 推薦 梓 の 創設 等 を 
行っ た 。 地 域 社会 へ の 真 献 に に 関し て は 、4 つ の 部 会 を 作り 活動 し た 。 1 つ は 先生 方 の 専門 性 を 生か し た 
[ に 様々 な 支援 、2 つ 目 は 災害 復興 支援 セン ター を 設置 し 各 教 員 や 
生徒 の ボラ ンティア 活動 を 支援 し た 。 3 つ 目 は 県 民 の シン クタ 
ンク と し て 地域 政策 研究 セン ター を 設置 し た 。 4 つ 目 は 学生 の 
ボラ ンティア 活動 で ある 。 

[三陸 地域 の 将来 像 〕 今後 、 人 口 減少 へ の 対応 な ど 、 様 々 な 課 

き 夫 、 串 が 頭 在 化し て くる 。 共通 の 行政 目的 が ある 場合 は 、 市 町 村 の 
良夫 SSM 件 を 越え て 共同 で 処理 する 仕組 み が 必 要 で は な いか 。 フラ ンス 

A の 7 割 以 上 を 占め る 人 口 千 人 に 満た な い 市 町 村 で は 、 効 率 的 な 





























= 行政 経営 の た め に 共同 体 を 組ん で いる 。 沿岸 地区 に 限ら ず 目 的 
議 語 指向 型 の 共同 体 バ 必要 で は な いか 































































































画 【 高 橋 岩 手 経 済 同友 会 代表 幹事 】 

[実績 ・ 課 題 ] 岩手 銀行 で は 、 岩 炎 直 後に 復興 再生 支援 チー ム を 立ち 上 げ 、 総 勢 14 名 の スタ ッ フ で 和 被災 
企業 の 事業 復旧 に 向け た 工程 表 の 策定 文 援 や 、 資 金 調達 や 返済 条件 の 変更 な どの 金融 機関 の 調整 な ど に 
取り 組ん だ 。 平成 28 年 9 月 まで に 対応 し た 取引 先 は 683 先 、 うち 工程 表 を 策定 し た 取引 先 が 390、 債 権 
買取 取引 先 が 178 と 大 き な 成 果 に 結び 付い た 。 経 済 同友 会 で は 、 IIPPO IPPO NIPPON プロ ジェ クト 」 と 
| 机 炎 し た 実 高 校 に 機材 ・ 次 材 を 案 皿 く 提供 で きた 

[三陸 地域 の 将来 像 ] 4 つの キー ワー ド で 捉え て いる 。 1 つ 目 
は コネ クタ ー ハ ブ 、 こ れ は 地域 の 複数 企業 か ら 仕入れ を し て 目 
社 で 付加 価値 を 高め て 域外 に 販売 し て いる 企業 。 2 つ 目 は ロー 
カル キャ リア 、 こ れ は 上 自分 らし い 働 き 、 暮 らし 方 を 求め て 地域 
* と 都会 を 行き 来 し な が ら 仕 事 を する 。 3 つ 目 は ロボ ッ ト 化 、 ノ 

ルレ ウェー で は 、 フ ィ ッ シャ ー マ ン の 日 当 は 2 万 円 か ら 3 万 円 で 

It ある 。 自動 化 に より 人 手 を か け な い で 水産 加工 が 可能 に な っ て 

上 いる 。4 つ 目 は 復興 道路 の 活用 で あり 、 こ れ に より 大 き な チ ャ 
| ンス が 訪れ る と 思っ て いる 。 

















画 【 米 谷 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 】 
[実績 ・ 課 題 ] 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 人 材 育 成 度 道場 で は 、 高 槍 経 済 同友 会 会 長 と 一 緒 に 私 も 副 
敦 長 と いう 立場 で 身近 に 携わっ て きた 。 伴走 型 の 教育 研修 と し て 一 流 の 講師 陣 か ら 指 導い た だ き 大 変 よ か 
っ た 。 当社 の 幹部 社員 は 、 包 去 に 受講 し た 伴走 型 の 教育 研修 が 、 そ の 後 の 仕事 に 大 変 有 意 で あっ た と 話し 
て お り 、 今 後 も 何ら か の 人 材 育 成 の 取組 を 期待 し た い 。 
三陸 自動 車道 の 開通 に より 沿岸 同士 の 交流 は 増す だ ろう が 、 一 方 で 仙台 な ど と の 地域 間 競争 が より 強く 
な る 。 今後 、 他 の 地域 に 負け な い 三 陸 を 作り 上 げ て いか な けれ ば な ら な い 。 
[三陸 地域 の 将来 像 ] 三陸 の 場合 は 海 を 活か すこ と が 必須 で あり 、 水 産 資源 の 活用 や 、 大 船渡 港 な どの 港 
湾 利 用 に つい て 真剣 に 考え な けれ ば な ら な い 。 
画 【 岩 渕 岩手 大 学長 】 
[実績 ・ 課 題 ] 岩手 大 で は 、 三 陸 復 興 推進 機構 を 立ち 上 げ 、 教 育 支援 、 生 活 支 援 、 水 産 、 も の づく り 、 農 
地 回 復 、 防災 教育 の 6 部 門 に 取り 組ん で きた 。 こ れ ま で 水産 分野 や 沿岸 地域 で の 活動 実績 が あま りな か っ 
た が 、 岩 災 以 降 、 釜 石 市 に 三陸 水産 研究 セン ター を 、 大 船渡 、 宮 古 、 久 慈 に は エク ステ ンション セン ター 
を 設置 し 活動 する こと で 、 SE Re . 識 が 芽生 
え 利 用 され る よう に な っ て きた 。2016 年 4 月 か ら 学部 の 食料 生産 環境 学科 に 水産 シス テム 学 コ ー ス を 
設 直 。 2017 年 4 月 か ら は 電電 中 専攻 (大学) を 設置 し 人 材 育 成 を 行う 
[三陸 地域 の 将来 像 ] 岩手 大 学 は グロ ー カ ル な 大 学 を 目指 し て お り 、 地 域 創 生 専攻 を つく っ た 。 三陸 、 岩 
手 の 将 来 像 を 考え る に は グロ ー カ ル な 視点 が 必要 で ある 。 今年 4 月 に は 立教 大 学 と 陸前 高田 市 と 連携 し 陸 
NN ト さ せる 。 国内 ・ 国 外 の 大 学生 と 一 緒 に 課題 を 考え 、 災 害 、 地 域 振 
、 地 方 創 生 に 何 が 足り な いか 、 ど うす れ ば よい が 議論 する こと に より 地域 り 貢献 で き の だ 才 Z CU の 。 
【 達 肖 岩 手 県 知事 】 
[実績 ・ 課 題 」 この 1 年 間 を みて も 学校 、 病 院 、 炎 害 公営 住宅 な ど が 完成 し 、 復 興 道 路 も か つて な い ス ピ 
ー ド で 整備 が 進ん で いる 。 災害 公営 住宅 は 今年 度 未 で 8 割 、 来 年 度 示 で 9 割 と 大 体 の 完成 を みる が 、 高 台 
移転 な どの 住宅 用 の 土地 の 造成 は 、 今 年 度 末 で まだ 半分 残っ て お り 、 そ こ に 住宅 を 建設 し て くれ る か 、 間 
台 や 高 上 げ し た 土地 に 商店 ・ 事 業者 の 皆さん が 予定 通り 集まっ て くれ る か が 課題 と な っ て いる 。 また 、 復 
興 の 長期 化 に 伴っ て 未だ 1 万 3 千 人 以上 の 方 々 が 仮設 住宅 等 に お 住ま いな の で 、 こ ころ と 体 の 健康 、 不 安 
の 解消 、・ そ し て コミ ュ ニ ティ の 維持 形成 な ど に きめ 細か く 対 応 し て いか な けれ ば な ら な い 、。 
[三陸 地域 の 将来 像 〕 今 か ら 2 年 後に は JR 山田 線 宮 古 ・ 釜 石 間 の 復旧 が 終わ り 、 三 陸 鉄 道 に 移管 され 
る 。 同 年 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル レ ド カ ッ プ も 開催 され る の で 、 こ れ ら の タイ ミン グ で 三陸 鉄道 が 北 か ら 南 まで つ 
な が る と いう こと を 軸 に し た 三陸 防災 復興 坦 と いっ た 様 な イベ ント を 開催 し 、 沿 岸部 を 盛り 上げ て いき た 
いい 
三陸 地域 の 将来 像 と し て は 、 復 興 道 路 の 活用 な ど に より 、 娠 手 全体 の 経済 、 社 会 を も 牽引 し て いく よ 25 
な 次 を 期待 し た い 。 三陸 に 住む 人 だ け で は な く 、 復 興 に 伴う 投資 や 観光 な ど に よる 人 の 交流 を 手掛かり 
に 、 ビ ジネス や 人 材 育 成 を 発展 させ 、 未来 志 向 の 人 材 育 成 の 場 と いう 形 で オー ル 岩 手 で 未来 を 切り 開い て 
けれ は ば は いい と 考え て いる 。 
※ 上 記 ラ ウン ド テ ー ブ ル の 資料 は 機構 の ホー ムペ ー ジ で 御覧 いた だ け ま す 。 






































いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が ある 場合 は 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
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